
守山まるごと活性化プラン検討委員会 
第３回 学区別会議（吉身学区） 

 
日時：平成 25 年 8 月 30 日（金） 

19：30～21：30 
場所：吉身会館 

 
 
 

次  第 
 

１．あいさつ 

２．説明 

○本日の進め方 

○第２回検討結果の説明 

３．意見交換（テーブル毎に） 

○前回のふりかえり 

○学区のまちづくりの課題と方向 

４．結果の発表・共有 

５．次回の予定など 



 



守山まるごと活性化プラン検討委員会（学区別会議）委員名簿 

【 吉身学区 】            H250724 現在  敬称略 

№ 自治会 名前 

1 元町 林 暹 はやし すすむ 

2 元町 三嶋 一博 みしま かずひろ 

3 元町 松下 浩 まつした ひろし 

4 下之郷 林 静雄 はやし しずお 

5 下之郷 富樫 孝 とがし たかし 

6 吉身西町 吉村 隆史 よしむら たかし 

7 吉身西町 永冶 紀雄 ながや のりお 

8 吉身西町 松下 正信 まつした まさのぶ 

9 吉身中町 宮川 良知 みやがわ よしとも 

10 吉身中町 森川 勝 もりかわ まさる 

11 吉身中町 南條 博志 なんじょう ひろし 

12 吉身東町 小西 由美子 こにし ゆみこ 

13 吉身東町 千代 照男 ちしろ てるお 

14 吉身東町 山本 法子 やまもと のりこ 

15 レックス弐番館 山田 景一 やまだ けいいち 

16 レックス弐番館 日置 眞由美 ひおき まゆみ 

17 岡 高橋 勝美 たかはし かつみ 

18 岡 竹原 壽良 たけはら ひさよし 

19 岡 渡辺 慎一 わたなべ しんいち 

20 立入 奥村 利明 おくむら としあき 

21 立入 山川 良和 やまかわ よしかず 

22 立入 四辻 厚 よつつじ あつし 

23 浮気 中嶋 彰 なかじま あきら 

24 浮気 保良 勝 やすら まさる 

25 浮気 奥村 健三 おくむら けんぞう 

26 ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾒｿﾞﾝ守山 三宅 和夫 みやけ かずお 

27 ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾒｿﾞﾝ守山 灰谷 章夫 はいたに あきお 

28 ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾒｿﾞﾝ守山 森田 要一 もりた よういち 

 
事務局  
・濱崎一志（アドバイザー：滋賀県立大学 人間文化学部教授） 
・ 西井秀隆      ・西木 弘      ・柿本勝幸 
・ 坪内稔夫      ・足立慎也      ・田渕誠一 
・ 義浦慶子      ・小野田敦      ・倉嶋祐介 
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守山まるごと活性化プラン検討委員会　学区別会議　ニュースレター

■お問い合わせ 

守山市政策調整部みらい政策課 
〒524-8585 守山市吉身二丁目５番 22 号 
℡：077-582-1162 e-mail：miraiseisaku@city.moriyama.lg.jp

 

 

 

平成 25 年 7 月 24 日（水）午後 7 時半から吉身会館において、守山まるごと

活性化プラン検討委員会の第 2 回学区別会議を開催しました。 

最初に「守山まるごと活性化プラン」の目指すもの、検討の進め方などについ

て事務局から説明がありました。その後、学区にお住まいの住民 25 名、滋賀県

立大学の濱﨑先生や学生さんも一緒になって、「地域の特徴、良いところ」、「地域

のたからもの」について話し合いが行われ、最後に参加者同士で共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ４つのテーブルに分かれ、それぞれの『地域の特徴、良いところ』、

そして『たからもの（今まで大事にしてきたものや文化、自慢でき

るものなど）』を話し合いました。 

○ 『地域の特徴や良いところ』では、JR 守山駅から近いことや商業

施設や病院、公共施設が集積していることから「利便性が高い」と

の意見があげられ、それに伴う「新住民の増加」があげられました。

しかし、「新旧住民の交流が盛ん」に行われている自治会がある一方で、「新旧住民のつながり不

足」を問題としている自治会があることが浮かび上がりました。 

○ 『たからもの』では、吉身学区には多くの川が流れていることから『豊富な水資源、水辺やその

周りに生息する動植物』にまつわるものが多く、それに関連して「ホタル」や「ハリヨ」があげ

られました。また、『人が行き交う中山道・守山宿、昔から受け継がれている史跡、地域に守られ

ている神社仏閣』があげられ、それら資源を活用した歴史ウォークが行われています。 

 

 

■当日のプログラム 

①挨拶：三宅学区長より 

②内容説明：プランの内容と検討方法、会議当日のプログラム内容 

③テーブルに分かれて意見交換：『地域の特徴、良いところ』、 

『地域のたからもの』さがし 

④結果の発表・共有：テーブル毎で話し合った内容を発表して共有 

平成 25 年●月発行

第 2 回 

学区別会議 

[吉身学区] 

■滋賀県立大学 濱﨑先生のコメント 

いちばん、川・水路に触れられたものが多かったように思う。それに伴ってホタルがあげ
られた。守山市の地図を見ると、川の数が非常に多く、川の形状が曲がっているところが
たくさんあり、これがまちの魅力となっている。他にも、中山道や公園、遺跡があり、こ
れらは守山のたからとして、次につなげていけたらと思っている。 

学区別会議の様子 

テーブル毎に吉身学区の『特徴、良いところ』、『たからもの』について話し合いました 

▲テーブル毎に話し合いました

■三宅学区長の挨拶（抜粋） 

学区別会議を開催するにあたり、臨時自治会長会議を開催し、どのようにまとめていくか話し合いをした。

その結果、まずは誇りに思うもの、大事にしたいものを各自治体で整理してもらうこととなった。活発なご

意見をいろいろ発表してもらい、その中からまとめていきたいと思っているので、よろしくお願いしたい。

▲話し合いをしている様子です。
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守山まるごと活性化計画 吉身学区 第 3回会議 

 

1. 第 2 回学区会議の意見まとめ 

三宅学区長の開会挨拶において、本日の開催に至るまでの経緯についてお話があった。 

 
 
 
 
 
 
 
地域の良いところ、たからものを探すと、以下のような特徴を持つ吉身学区が浮かび上がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本日の開催に至るまでの経緯＞ 

① 学区別会議を開催するにあたり、6/15 に合同会議が市民ホールで開催されたが、よくわか

らなかったため、臨時自治会長会議を開催し、どのようにまとめていくか話し合いをした。

② その結果、まずは誇りに思うもの、大事にしたいものを各自治体で整理してもらうこととな

り、今日の開催に至っている。活発なご意見をいろいろ発表してもらい、その中からまとめ

ていきたいと思っているので、よろしくお願いしたい。 

＜吉身学区のまちの特徴、活かすべき特徴＞ 

■ホタルや水など自然を残したまち 

① 吉身学区には、野洲川や今宿川、宮城川などの多くの河川や湧き水などの水資源が豊富で

あり、それによりホタルやハリヨなどの動植物が生息している。 

② また、河川沿いに自転車道や河川敷公園などが整備されており、日常生活において、住民

が河川と接する環境が整っている。 

■中山道関連の街道文化や社寺、遺跡など歴史遺産が豊富 

③ うの家をはじめ、高札場や酒八など中山道関連の史跡が数多く残っている。 

④ その他の史跡として、新川神社や行者堂などの神社仏閣が集積しており、神社仏閣を核と

したお祭りや歴史ウォークなどのイベントが開催されている。 

■公園や広場などの人が集まる施設が充実 

⑤ 河川沿いに整備されている河川敷公園や立入河川広場のほか、丘入公園やたこ公園などの

住民がつどう場が充実しており、夏祭りなどの地域活動の拠点となっている。 

■人がつながる活動の存在 

⑥ 歩こう会や町民のつどいなど住民主体の地域活動が行われているほか、グランドメゾンや

都賀山荘などの人が集まる施設が整備されている。 

⑦ マンションや宅地開発により新住民が増加しているが、新旧住民の交流が盛んに行われて

いる自治会がある一方で、新旧住民のつながり不足を問題としているところがある。 
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1.1 地域の特徴、良いところ 

 
自治会 分類 特 徴 

施設が充実  病院が充実。（元町） 

 医療ゾーンの集中。（元町） 

 立派な公園（ふれあい公園）があります。（元町） 

 市役所がある。（吉身西町） 

 病院・郵便局・銀行・図書館など生活に便利なところです。 

昔からの移りかわ

り 

 昔ながらの家が多く、顔なじみが多く、町民のコミュニケーシ

ョンが良い。（組ごとの新年会等）（吉身西町） 

 今は住宅地となっているが、昭和 30 年代は農地であった。（下之郷）

 人口の 80％が新住民。（下之郷） 

 3 万人→8万人に増加。 

商店街の衰退  担い手がいない 

 昔にぎわった吉身商店街。（吉身西町） 

 昔は大変にぎわった商店街であったが、今は空屋が目立って若

干さびしい思いがする。（吉身西町） 

 メイン通りの商業ゾーンは活気がある。（元町） 

利便性が良い  どこに行くにも自転車で 10分もあれば行ける便利な町。（吉身西町）

ホタルの生息  酒八さん裏の川のホタルが飛び交う時期は大変すばらしい。

（吉身西町） 

 公園や川にホタルが飛び交う。 

 あまり知られていないホタルの飛んでいるところです。（元町）

 守山川→目田川に続く守山の小河川の中心。（吉身西町） 

自然が豊富  春のシーズン桜が 2度楽しめる。早咲き桜がある。（元町） 

元町・下

之郷・吉

身西町 

史跡等の点在  環ごう史跡がある町。（下之郷） 

 史跡は少ない地域です。（元町） 

 毎日参拝者のある地蔵さん。（吉身西町） 

住環境  マンション前の公園。自治会のまとまりがある。駅前に近く、

買い物便利。 

 交通が便利（アクセスが良い）。川が多い。大阪まで 50 分。 

新旧住民のつなが

り不足 

 新旧住民との交流が少ない。 

 田んぼが少なくなり、アパート・マンションが建ち、住宅化し

ている。 

 自治会加入率が低い。 

活動・教育  新旧住民交流多し。 

 自治会と子ども会、連携上手く。 

吉身中町 

吉身東町

レックス

弐番館 

歴史  朝鮮人街道、東海道、中山道が通っている交通の要。 

 ハイライトは旧中山道界隈。 
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自治会 分類 特 徴 

吉身中町 

吉身東町

レックス

弐番館 

自然  １．吉身川、石田川、宮城川、川が 3つある。この川でホタル

が（自然）沢山居る。この川で魚をつかみ、串焼きにしたり、

竹パン等、自分で焼いて食べる。（親子のふれあい） 

２．みつまんぽ 

３．たこ公園 

４．行者堂 

５．みこし塚 

６．首塚 

親と子どもや住民とのふれあい、絆が強く結ばれている（交流

場所が多い。） 

○公衆電話 

 あちらこちらでホタルがたくさん見られる。 

 宮城川で鮎を放して（親子で）魚つかみをして焼いて食べる。

 タコ公園で自治会で夏祭りをしている。（自治会・子どもたち

のシンボル） 

 自治会・子ども会など、交流やつながり強い。 

ホタル  立入町、吉身にホタルがいっぱい飛んでいる。観光客も。 

 宅地が増え、ホタルが減るのが心配。 

自然の豊かさ  最近、宅地がどんどん増えて、自然や緑が失われつつあるよう

に思う。野洲川付近。（立入町） 

 市街化区域の中で自然が残っている。 

人口増加  近年人口急増。特に若い世代が増えている。（立入町） 

文化財  東福寺の文化財。 

 古墳が 2つある。1450 年前、古墳時代のもの。 

盛んな新旧住民交

流 

 住宅がたくさん建ち、新しい人々が大変増え、自治会の役員さ

んも大変若い人が多く、自治会の活動、けっこう積極的に参加

されて行事も参加されている。 

 旧住民は 30 世帯、現在 525 世帯。新旧住民の和合の為、①春

祭り②住民のつどいの祭事を行っている。 

 自治会を通じて交流をはかっている。町民のつどい（全員）、

すこやかサロン（70 歳以上）、敬老会（70 歳以上）。 

 新住民が美化作業や親睦会にたくさん参加してくれる。しか

し、人権学習会などは旧住民の決まった人しか参加しない。（立

入町） 

 新旧住民が交流している地域。自治会運営など。 

伝統文化の保存  昔から続く伝統・行事が守られている。しかし一部の人たちに

よって守られている感じ。日待、左儀長など。 

 「伝統的」というイメージが新規参入を疎外？ 

岡・立入 

旧自治会の高齢化  高齢化が進んでいる。住民高齢化率 18.28％。吉身学区で三番

目に高い。 

 団地に住んで 40 年たつので、お年寄りばかりという感じ。交

流も少なく、干渉することもなく。人と人との交流があまりな

く、他人のことはよくわからない状態。 

 旧自治会では高齢化している。 
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自治会 分類 特 徴 

利便性が良い  交通・買い物に便利 

 日常生活が便利。買い物・病院など。 

地域の結束  納涼祭イベント（毎年開催）。 

 夏休みの子ども達のラジオ体操。親子が一緒に楽しめる「稚魚

捕り」等。 

 新旧住民のふれあいが良好。浮気自治会活動を通じて。 

 グランメゾン守山自治会（1・2号棟…1台、3・4号棟…1台）

ＡＥＤ8月より 2台設置。 

水  夏も水道の水が冷えている。（地下水をくみ上げて配水。） 

 浮気町の町並が落ちついている。家の廻りに水堀があり、魚が

泳ぐ。 

 町内の大きなイベントとして「自然と親しむ集い」を野洲川河

川敷で年 1回秋に開催。 

 里中川を利用し、鮎を飼い、子どもたちと小魚を捕る。 

 川（里中川）がきれい。 

 水の流れが比較的きれい。ホタルが舞う。 

施設の活用 

（健康づくり） 

 駅前市のグラウンド。ソフトボール…自治会、サッカー…子ど

も達、防災訓練の避難場所〈グランドメゾン自治会〉、ラジオ

体操（自治会子ども会）。 

 グラウンドにて野球（ソフト）、サッカー等活動がよくされて

いる。 

 都賀山荘があり、集まりに使うことができる。 

浮気・グ

ランドメ

ゾン守山 

伝統・観光  子どもの遊び場所。住吉神社の松明祭は毎年楽しみに。（担う

人が減っている。高齢化。） 
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1
.2

 
地

域
の

た
か

ら
も

の
 

 
分

類
 

内
容

 
地

域
 

そ
の

他
 

豊
富

な
水
資

源
 

宮
城

川
 

吉
身
東
町
 

 
遊
び
や
す
い
。
昔
は
泳

げ
た

。
 

 
今

宿
川

 
浮
気
 

 
合
鴨
で
川
を
き
れ
い
に

し
て

い
る

（
草

を
食

べ
る

）
。
小

屋
・
え

さ
・

自
治

会
で

世
話

。
 

 
里

中
川

 
浮
気
 

 
菖
蒲
。
鯉
で
川
の
水
を

き
れ

い
に

し
て

い
る

。
水

車
（

自
然

）
2
台

廻
っ

て
い
る

。
 

 
野

洲
川

 
立
入
 

 

 
湧

き
水

 
吉
身
東
町
 

 
も
し
か
し
た
ら
、
湧
き

水
が

復
活

？
吉

身
は

昔
は

吉
水

と
書

い
た

。
 

 
立

入
水

源
地

 
立
入
 

 

水
辺

や
そ
の

周
辺

 

に
生

息
す
る

 

ホ
タ

ル
 

吉
身
中
町
 

 
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
る
 

 
減
少
。
家
が
増
え
た
。

 

動
植

物
 

ホ
タ

ル
 

吉
身
東
町
 

 
吉
身
川
の
ホ
タ
ル

 

 
吉
身
学
区
の
色
ん
な
川

・
水

路
で

。
小

4
が

ホ
タ

ル
勉

強
。

親
子

で
散

策
。

 

 
ホ

タ
ル

 
立
入
 

 
多
い
。
増
加
。
 

 
ハ

リ
ヨ

 
浮
気
 

 
廃
水
で
い
な
く
な
っ
た
。
2
0
年
前
に
多
賀
町
か
ら
も
ら
っ
た
。

 

 
水

は
ポ

ン
プ

ア
ッ

プ
→

水
を

絶
や

さ
な

い
よ

う
に

。
竹

藪
が

な
く

な
っ

て
水

温
上

昇
→

ハ
リ

ヨ

減
。
 

 
桜

 
元
町
 

 
早
咲
き
桜
が
あ
る
。
 

 
藤

 
下
之
郷
 

 
下
之
郷
（
カ
マ
田
川
）

の
藤

棚
。

 

人
が

行
き
交

う
 

う
の

家
 

元
町
 

 
う
の
家
ま
で
は
き
れ
い

（
保

存
も

良
好
）
。

 

中
山

道
・
守

山
宿

 
高

札
場

 
吉
身
中
町
 

 

 
酒

八
 

吉
身
中
町
 

 
今
は
解
体
。
 

 
中

山
道

 
吉
身
東
町
 

 
町
屋
の
風
情
が
失
わ
れ

つ
つ

あ
る

。
 

お
地

蔵
さ
ん

 
吉
身
西
町
 

 
毎
日
参
拝
者
の
あ
る
お

地
蔵

さ
ん

。
 

古
墳

 
岡

 
 
岡
寺
山
古
墳
。
円
墳
。

前
方

後
円

墳
。

1
号
墳
、

2
号

墳
。

 

森
口

華
弘
の

出
生

地
 

 
 
森
口
華
弘
（
人
間
国
宝

）
の

出
生

地
 

道
標

 
泉
町
 

 
道
標
が
あ
る
。
 

昔
か

ら
 

受
け

継
が
れ

て
い

る
 

史
跡

 

  
吉

身
西

遺
跡

 
元
町
 

 
遺
跡
は
見
れ
な
い
。
掘

っ
た

ら
何

か
出

て
く

る
。
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分

類
 

内
容

 
地

域
 

そ
の

他
 

地
域

に
 

行
者

堂
 

吉
身
東
町
 

 
月

2
回
お
参
り
。

 

守
ら

れ
て
い

る
 

慈
眼

寺
 

吉
身
中
町
 

 
8
0
4
年
歴
史
あ
り
。
 

神
社

仏
閣

 
新

川
神

社
 

立
入
 

 

 
西

隆
寺

 
岡

 
 
日
本
三
隆
寺
の
一
つ
。

守
山

で
最

も
高

い
場

所
（

岡
塚

山
）
。
 

 
東

福
寺

 
立
入
 

 
心
経
さ
ん
（
9/
8）

。
観
音
講

、
行

者
講

、
伊

勢
講

。
 

地
域

に
 

た
こ

公
園

 
吉
身
東
町
 

 
た
こ
の
滑
り
台
。
お
祭

り
。

春
・

夏
ス

ポ
ー

ツ
。

 

親
し

ま
れ
て

い
る

 
河

川
敷

公
園

 
立
入
 

 

公
園

・
広
場

な
ど

 
都

賀
山

裏
駅

前
グ

ラ
ウ

ン
ド
 

浮
気
 

 
サ
ッ
カ
ー
（
子
ど
も
）、

ソ
フ
ト

ボ
ー

ル
（

大
人

）
。

 

 
自

転
車

道
 

下
之
郷
 

 
自
転
車
道
が
整
備
さ
れ

て
い

る
。

舗
装

が
古

く
な

っ
て

い
る

。
通

学
道

に
良

い
。

 

 
丘

入
公

園
 

立
入
 

 
都
市
公
園
 

 
立

入
河

川
広

場
 

立
入
 

 
吉
身
学
区
全
体
で
活
用

。
 

祭
り

 
子

ど
も

御
輿

 
元
町
 

 
み
こ
し
（
子
ど
も
）
が

あ
る

。
 

 
春

の
大

祭
 

岡
 

 
田
中
神
社
・
三
上
神
社

 

 
地

域
盆

 
岡

 
 

 
日

待
の

祭
り

 
立
入
 

 

 
浮

気
の

夏
祭

り
 

浮
気
 

 

人
が

集
う
仕

組
み

 
町

民
の

集
い

 
岡

 
 
1
0
月
。
全
町
民
の
交
流
。
模
擬
店
。
お
点
前
（
子
ど
も
）
。
文

化
展

。
 

 
歩

こ
う

会
 

 
 
B
B
Q
。
浮
気
の
新
旧
住
民
の
交
流
。
 

 
歴

史
ウ

ォ
ー

ク
 

 
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
小
学

生
を

対
象

。
地

域
外

の
子

ど
も

も
呼

ん
で

。
 

 
町

民
の

集
い

 
岡

 
 
1
0
月
。
全
町
民
の
交
流
。
模
擬
店
。
お
点
前
（
子
ど
も
）
。
文

化
展

。
 

人
が

集
ま
る

施
設

 
グ

ラ
ン

ド
メ

ゾ
ン

 
グ

ラ
ン

ド
メ

ゾ
ン
守
山
 

 
ピ
ロ
テ
ィ
ホ
ー
ル
。
夏
祭
り

（
自

治
会

の
み

）。
 

 
都

賀
山

荘
 

浮
気
 

 
敬
老
会
。
宿
泊
、
レ
ス

ト
ラ

ン
、

結
婚

式
も

。
 

そ
の

他
 

み
つ

ま
ん
ぽ

 
レ

ッ
ク

ス
弐

番
館
 

 
昔
は
ト
ン
ネ
ル
を
「
ま

ん
ぽ

」
と

言
っ

た
。

 

 
手

焼
き

せ
ん

べ
い

 
吉
身
東
町
 

 
予
約
制
 

 

9



 

10



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉身学区のたからもの 

宮城川 

たこ公園 

地域に親しまれている 

公園・広場など 

うの家 高札場 
今宿川 

里中川 

野洲川 

湧き水 
ハリヨ 

立入水源地 

ホタル 桜 藤 
酒八 中山道 

お地蔵さん

古墳 

森口華弘の出生地 

吉身西遺跡 

行者堂

慈眼寺

新川神社

西隆寺

東福寺

立入河川広場 

河川敷公園 

都賀山裏駅前グラウンド 

丘入公園 

子ども御輿

地域盆

春の大祭

日待の祭り浮気の夏祭り

町民の集い 

歩こう会 

歴史ウォーク 

グランドメゾン
手焼きせんべい

みつまんぽ

自転車道 

都賀山荘

②中山道関連の街道文化や社寺、遺跡 

など歴史遺産が豊富 

・ 中山道関連資源のほか、遺跡や史跡が豊富 

・ 由緒ある神社仏閣が点在 

① ホタルや水など自然を残したまち 

・ まちなかにホタルが生息 

・ まちをめぐる河川や水路を有する 

・ 水がきれい 

③公園や広場などの人が集まる施設が充実 

・ 河川沿いに公園や自転車道が整備 

・ 特徴を持った様々な公園が集積 

・ 公園などを活用した祭りなどの開催 

④人がつながる活動の存在 

・ マンションや宅地開発による急激な人口増加 

・ 住民主体の地域活動の存在 

・ 学区によっては新旧住民の間にへだたりが発生 

季
節
を
感
じ
ら
れ
る 

人が集う仕組み 

人が集まる施設 

水辺やその周りに 

生息する動植物 

生
活
に
密
着
し
た 

水
資
源
の
存
在 

祭り 道標 

人が行き交う中山道・守山宿 

地域に守られている 

神社仏閣 

住
民
の
愛
着
・
誇
り 

地
域
の
一
体
感 

賑
わ
い
の
創
出 

人
が
集
ま
る
場
の
集
積 

河
川
沿
い
の
活
用 

豊富な水資源 

昔から受け継がれている史跡 

各在所に

寺がある

きれいな

水 

つどいの

場 

つどいの

場 新たな 
活動 

（注）第 2 回のワークショップ会議で記入されたもののみ記載。 11




